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濃
尾
地
震
か
ら
1
2
0
年
目
に
当
た

る
平
成
23
年
10
月
28
日
、
名
古
屋
大
学

で
は
そ
の
教
訓
を
生
か
そ
う
と
防
災
・

日
本
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
濃
尾
地
震
か

ら
1
2
0
年
〜
そ
の
教
訓
を
振
り
返
る

〜
」
が
開
催
さ
れ
、
約
4
0
0
名
の
方

が
専
門
家
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

前
半
の
講
演
で
は
、①
災
害
伝
承
、②

活
断
層
研
究
、③
耐
震
建
築
、④
地
震
防

災
の
観
点
か
ら
濃
尾
地
震
を
検
証
し
、

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
で
は
、
地

震
や
活
断
層
な
ど
の
専
門
家
が
濃
尾
地

震
か
ら
得
た
教
訓
を
ど
う
活
か
す
か
に
つ

い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
ら
は
、「
海
溝
型
地
震
で

は
例
外
と
さ
れ
た
Ｍ
9
の
東
日
本
大
震
災

が
起
き
た
よ
う
に
、Ｍ
8
の
内
陸
活
断
層

型
地
震
で
あ
る
濃
尾
地
震
を
例
外
扱
い

し
て
は
な
ら
な
い
」、「
想
定
外
に
も
備
え

る
こ
と
が
重
要
」
な
ど
と
指
摘
し
、
家

屋
の
耐
震
補
強
な
ど
事
前
の
備
え
を
す

る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
に
は
濃
尾
地
震
に
よ
っ
て

生
じ
た
断
層
崖
を
見
学
し
よ
う
と
「
日

本
の
活
断
層
百
景　

水
鳥
断
層
崖
・
根

尾
谷
断
層
中
部
区
間
見
学
会
」
が
岐
阜

県
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
約
6ｍ
の
断
層
の
ず
れ
の
痕
跡
が
見

事
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
濃
尾
地
震
の

大
き
さ
を
体
感
で
き
た
」
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

―今回は、名古屋大学大学
院環境学研究科教授（名古
屋大学減災連携研究セン
ター長を兼務）であり、あい
ち防災協働社会推進協議会
アドバイザーでもある福和
伸夫さんにお話を伺います。
濃尾地震は120年前の地震
ですが、現代から見ても教訓
としてあげられることは何で
しょうか。

　濃尾地震は、内陸で起きた
我が国最大級の地震です。
根尾谷断層などの活断層がず
れ動き、断層に近い山間部
や、地盤が軟弱な濃尾平野
で、強い揺れによって多数の
家屋が倒壊し、多くの方が犠
牲になりました。また、地震火
災により、倒壊家屋内で焼死
した人も多かったようです。
　当時、西洋から様々な技術
が我が国に導入されていました
が、この地震ではレンガ造の
大規模建物や鉄橋などが倒壊
し、西洋の技術を安易に地震
国・日本に導入することの問
題が浮き彫りになりました。
　また、この地震では、岐阜
測候所長だった井口龍太郎氏
が、揺れの強い帯状の三つの
地域を見つけ、これを震裂波動

線と名付けました。それらは、
梅原断層の近く、岐阜～一宮
周辺、大垣～津島西部周辺を
通っています。（※）これらの
震災の帯は、阪神・淡路大
震災で問題となった、断層近
傍や断層延長線上での強い揺
れ、平野・山地境界部での
震災の帯の形成などと関連し
ているように思われます。
　地震後、日本政府は、地震
研究の大事さを感じ、文部省
に震災予防調査会を設置し、
本格的な地震研究・耐震研
究に着手することになり、世界
の地震学、耐震工学の出発
点となりました。調査会の事業
計画には、地震学、地質学、
測地学、耐震工学のあり方に
関する素晴しい指針が示され
ています。

―その教訓に対し、どのような
取り組みが必要でしょうか。
　地震に負けないためには、①
危険な所（活動度の高い活断
層の近くや揺れが強くなる軟弱
な地盤）を避け、②危険な建
物や室内は安全にし（耐震診
断・耐震補強と家具の転倒防
止）、③地震後は初期消火に
努め共に互いに助け合う、こと
が必須です。公助に頼り切ら
ず、自助と共助の力を付ける
取り組みが大切です。
―最後に、この地方にいずれ
来る三連動地震等に備え、
一人ひとりが日頃から心がけ
ておくことは何ですか。
　地震は必ず来ると思い、わ
がことと思って人任せにせず、
自らの命、家族の命を守るた
め、日頃から「備えないことが

恥ずかしい」と思うような生活
をしていきたいものです。人生
には色々な節目があります。こ
れから引っ越しをされる方も多
いと思います。その際には、安
全な場所、安全な建物を探し、
家具の転倒防止を必ずしてくだ
さい。そして隣近所と顔の見え
る関係を作ってください。

（※1面地図参照）

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
展
示
し

た
防
災
マッ
プ
類
の
利
用
が
非
常
に
多
か
っ

た
こ
と
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。」
と
企

画
展
示
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

愛
知
県
図
書
館
で
は
、
平
成
23
年
8

月
12
日
か
ら
11
月
9
日
ま
で
の
間
、「
濃

尾
地
震
1
2
0
年
」
と
題
し
た
企
画
展

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
愛
知
県
図
書
館

所
蔵
の
貴
重
な
資
料
を
展
示
す
る
と
と

も
に
、
愛
知
県
の
被
害
予
測
調
査
報
告

書
や
名
古
屋
市
の
地
震
マッ
プ
な
ど
、
発

生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
等
に
備
え
る
た
め
の
資
料
も

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
図
書
館
の
担
当
者
は
、「
東
日
本
大

震
災
の
記
憶
が
鮮
明
な
時
期
に
開
催
し
た

こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
に
興
味
を
持
っ
て

来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
展
示

し
た
濃
尾
地
震
の
写
真
を
見
て
、
お
住
ま

い
の
地
域
が
過
去
に
大
き
な
被
害
を
受
け

て
い
た
こ
と
を
衝
撃
的
に
捉
え
た
方
も
い

あいち防災協働社会推進協議会から

　

濃
尾
地
震
発
生
の
翌
年
、明
治
25

年（
1
8
9
2
年
）6
月
、国
は
地
震

防
災
対
策
の
た
め
に
、当
時
の
文
部

省
内
に
震
災
予
防
調
査
会
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。調
査
会
で
は
、次
の
設

立
趣
旨
の
も
と
研
究
が
行
わ
れ
、我

が
国
の
地
震
防
災
対
策
の
舵
取
り
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

震
災
予
防
調
査
会
の
活
動
は
大

正
12
年（
1
9
2
3
年
）に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
ま
で
続
き
、そ
の
後

東
京
大
学
地
震
研
究
所
に
引
き
継

が
れ
、現
在
に
至
って
い
ま
す
。

　

震
災
予
防
調
査
会
で
は
、地
震
災

害
軽
減
の
た
め
に
次
に
掲
げ
る
17
の

事
業
と
そ
の
報
告
書
の
出
版
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

1
か
ら
11
ま
で
は
地
震
の
仕
組
み

を
知
っ
て
予
知
の
可
能
性
を
探
る
た

め
の
研
究
で
す
。当
時
は
、地
震
が
地

下
の
岩
盤
の
ず
れ（
断
層
運
動
）で
あ

る
こ
と
さ
え
も
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、地
震
の
発
生
原
因
を
知
る
た

め
の
基
礎
的
な
研
究
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、地
震
の
仕
組
み
に
関
わ
る

研
究
以
外
に
も
、過
去
の
災
害
の
教

訓
を
被
害
軽
減
に
活
か
す
た
め
に
、

過
去
の
事
例
を
集
め
て
地
震
史
を
編

纂
す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
か
ら
17
ま
で
は
建
物
の
耐
震
性

を
高
め
る
た
め
の
研
究
で
す
。建
物

を
揺
れ
に
強
く
す
る
た
め
に
、建
物

に
使
わ
れ
る
材
料
の
強
度
や
地
盤
の

揺
れ
や
す
さ
の
調
査
が
提
案
さ
れ
る

と
と
も
に
、「
17
．地
震
動
の
遮
断
の

試
験
」、つ
ま
り
免
震
の
研
究
も
当
時

か
ら
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、お
よ
そ
1
2
0
年
前

に
提
案
さ
れ
た
減
災
対
策
は
、地
震

研
究
が
進
ん
だ
現
代
に
お
い
て
も
示

唆
に
富
ん
だ
内
容
と
な
って
い
ま
す
。

震
災
予
防

調
査
会
と
は

シンポジウムの様子

貴重な写真の数々

企画展示の様子

濃
尾
地
震
１
２
０
年

愛
知
県
図
書
館

企
画
展
示

名古屋大学大学院　福和伸夫教授

水鳥断層崖

 7. 地上、地中震動調査
 8. 磁力実測、等磁線作成、地磁気
観測所の設置

 9. 地下温度測定
10. 重力分布、測定、地殻抑圧の
変化の研究

 11. 緯度の変位の観測、水準の
変遷調査、地歪の前進視察

 12. 構造材料の強弱試験
 

 1. 地震、海嘯（かいしょう＝津波）、
噴火、破裂についての事実の
収集

 2. 地震史の編纂
 3. 地質学的調査
 4. 地震動の性質に関する研究
 5. 地震動電播速度の研究
 6. 地面の傾斜、「パルセーション
（脈動）」の測定
 

13. 耐震家屋の地震多発地帯への
普及

 14. 構造物雛形による人為振動の
試験

 15. 構造物の内、震災関係の調査
 16. 地盤ごとの地震動比較測定
 17. 地震動の遮断の試験
 18. 調査報告書の出版

震災予防調査会の事業計画

震災予防調査会設立趣旨
1.地方災害は一地方の災害ではなく、国家の災難であり、これを
防ぐあるいは減ずることは国が行うべきこと。

2.建築の材業、構造などに地震対策を考慮すべきである。

3.地震発生頻度の高い地域にそれ相応の建物を考案する。

4.地震を予知する方法を考える。

5.地震学その他関連の学問分野の専門家が集まり、取調局を作る。

6.内閣直属の機関として、地震発生に緊急に対応できる利便
あるいは機器の購入を速やかに行い、研究を促す。

7.調査結果を印刷物として刊行する。

防災・日本再生シンポジウム
濃尾地震から120年 その教訓を振り返る

のぶ  お

ふく わ


